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１．はじめに 

我々は，これまで高専など高等教育機関における実験実習で利用可能な実践的エンジニア教育

教材の開発を行ってきた．電子システムのアナログ電子回路に関する既存教材は，ブラックボッ

クス化した装置や電子回路をそのままブレッドボードに移植して，入出力特性評価を行っている

が，信号の流れや回路の動作原理についてはわかりにくいという欠点がある．そこで情報工学の

フローチャートや制御工学のブロック線図による思考法および信号処理の概念を適用し，直観的

に理解できる教材を提案してきた１），２）．具体的には，AM ラジオのようなアナログ電子回路を信

号の処理単位を基本とした電子回路ブロック（同調回路，検波回路，増幅回路等）に分割し，各

ブロックの入出力信号端子を共通仕様とすることで，実際の電子回路等の知識を十分持っていな

くても，信号処理の流れをブロック（以後，電子機能ブロックと称す）の接続で表現し，AM ラ

ジオ回路や光通信回路など電子システムを容易に組み立て可能とすることで，電子回路を学んで

いない低学年の導入教育にも効果的な教材となる３）．本研究では，この電子機能ブロックの適用

例を低学年向け導入教材とし，電子回路を学んだ高学年の実験実習では，新たな電子機能ブロッ

クの開発・製作を行うことで，教材の自己増殖を可能とする教材開発システムの提案を報告する． 

２．電子機能ブロック開発の経緯と新仕様の提案 

従来，電子機能ブロックの操作性の安定化のために，複数の信号種類（電流信号，電圧信号，

低周波信号，高周波信号，インピーダンス）に対応し，オスメス型構造を持つ多ピン着脱型コネ

クタ（2.5FJ コネクタ）を導入した．低学年の学生によるアンケート評価３）では，信号処理の動作

原理をイメージとして理解することはできたが，ブロックの着脱作業の困難さと回路パラメータ

（回路素子交換）変更の容易性に難点があり，また評価用測定機器（オシロスコープ，ネットワ

ークアナライザ等）の操作習熟を必要と指摘された．本研究では，上記指摘事項を考慮し，新電

子機能ブロックの仕様設計および評価法の提案を行う．なお当日は，本教材システムの実演も行

う予定である．  
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